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私 たちがふつ う、

きの こ とよんでい

るの は、菌類が子

孫 をふやすための

器官で、子実体 と

いい、本や草の花

にあた ります。

きのこ

子実体

糧錫

1  雅

～
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葉
・茎

・根
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シイタケ

(ひだの袈首)

八ナイグチ

(警予:の製箇)

酔 ゝ

カノシタ

(罫の製箇)
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アミガサタケ

(あみの袈缶)

蛉
■ヽヽ

ホコリタケの

なかま

チヤワンタケ

(ちゃわんの内側)

ゝ 、″ノ
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ホコリタケ  ホウキタケ

(きのこのなか)(えだのぶぶん)

趾
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ま・デ

い
‐‐

スッポンタケのなかま

虫のからだに麗字の昇が

くつついて、はこんでも

らつ。

チヤダイゴケのなかま

きのこのなかに雨がおち

るとなかの胞子が、バネ

じかけではじけだす。

チヤワンタケのなかま

八ラタケのなかま

きのば なあに
きのこは菌糸の花

|=暑

きん じ

菌糸

′ ヽ
ほう し

きのこのたね=胞子

植物が電で経キをつくるように、きのこはキ奨株で電キをつくって、キ繁を発、やします。学奨株
にある胞子ので きる層 を子実層 といい、 ここに、 日ではみえない小 さな、胞子 をつ くる しくみが

あります。千の経の線種のところが単奨層で、ヒダになっているもの、ハチの彙のような笑(瞥予こ)

のもの、針状になっているものなど、いろいろな形をしています。これはきのこが、子実層の製
面積をできるだけ広くして、少しでも多くの子孫をのこすためのくお、うなのです。

本や草の、葉や茎

や根 にあたるぶぶ

ん を、きの こでは、

菌糸 といい ます。

菌糸は、土やかれ

た本 のなかで生活

してい ます。
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W

ヒトヨタケのなかま

かさのとけた千に
まじって、盾学か
ながれおちる。

カワラタケ

(警予:の装缶)

蒙
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輪

`よ

う し

きのこの胞子のとばしかた

悛

）アミガサタケのなかま

風でとばされる。



きのこのう|まみの茂震

きの このつぼみは、菌糸か らお

くりこまれ る水分で、 ぐん ぐん

成長す る。そ して、つぼみがひ

らき、きの こが完成す るとき、

ひだのあいだには、つ ぎの生命

「
:Fえ

る胞子ができあがって
罐載L

ノ
′

きのこのつぼみ

胞子をつくるしくみ

子実層にある胞子をつ くるしくみには、 2種

類 あ ります。ひとつは、「子の う」というふ く

ろのなかで胞 子をつ くしくみらもうひ とつ |ま 、

「担子器」という器官の先で胞子 をつ くるしく

みです。計署のし〈みをもつきのこを「子の

う菌」、後者を「担子菌」といいます。

莞晟したきのこ伴彙株)

各部のなまえ

しヽぼ――

か さ

ひだ
~~´

つば―――
―
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つぼ一――ヽ 、、

菌糸
~~｀
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|よ う し

胞子

が
一一一が
■
｛

ああtiた、新■
あ漁などのなかに広がっていく。  |
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担子器の拡大図

群

八ラタケのなかま

(担子菌)

チヤワンタケの

なかま(キのう歯)

ひだの LIFl面 を

顕微鏡でみたもの

チャワンタケの断面を

顕微鏡でみたもの

11夕
ず子のうの拡大図

子のうのなかに//

できた胞子

1枝のひだの拡夫歯

)()
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きのこの生活
きのこは、養分のあるものに くっついて、養分 をとり生活 しています。 きのこのはえてい

る木や土 をよくみると、本がぼろぼろになっていた り、土のなかに くさった本がうず もれ

ていた りす るので、 きのこは くさった ものか らはえるようにみえます。で も、 きのこは、

くさった ものか らはえるのではな く、オ直物などのいらな くなった ものをたべて くさらせ、

土にもどしているのです。

朽ち木やおちば、動物の   かれた木 にとりついてでるき   生 きている木の根か ら養分

フンや死がいなどか らで   のこ。弱った本について、そ   をもらってでるきのこ (菌

るきのこ (腐生菌)     の本 をか らして しまうことも   根菌 )

もくざい ふ き

"さ
ん

ある (木材腐朽 菌 )

―
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一
，

軋

コムラサキシメジ、ホウ

ライタケ、 ヒ トヨタケの

なかま、ハタケシメジな

ど。

ナラタケ、 シイタケ、 ヒラタ

ケ、 コフキサル ノコシカケな

ど。

マ ツタケ、 ホンシメ ジ、 テ

ングタケのなか ま、 イグチ

のなか まな ど。

ヤグラタケ  ´

暑雲貴章
(セ ミタケ)
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かわつたきのこ

寒賀貴輩寒のあいだは虫なのに、夏になると草に
かわって しまうふ しぎな生 きものだ、 と

いうのでついた名前。ほんとうは、胞子

が昆虫に と りついて殺 し、 はえるきの こ。

ヤグラタケ ふ る くなった きの こか らはえる きの こ

きのこの はえかた

■証
一九
楼
聰

諄ダ 〆`釉ドヽヲヽ
「

箪生(l本ぽつんとでる)

歯絣 フェアリーリング(輪になつてでる)

亀〆ヽ
「

鼈.∫ ダゝ 1ヽ

(かさなりあうようにでる)

束生 (かぶをつくってでる)
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散生 (ち らばってでる) 群生 (む らがつてでる)
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に さん か たん そ

二酸化炭素

ぎfI
き
を
Ｒうよ

“
相

　
一
蟻

」
浮
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lt r、 、 、

独
ギ
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おちば おちば、かれ草、

かれ本、動物のフ

ンや死がいなど

|↓

諸鏡(券鮮署、性完署)

分解して土にもどす

土壌生物

島
分

わ
養た

↑
―

けとに

，

ダ
水

壕
■
イ
轟
〓

きのこのはたらき

笙場は、笑きく劃錫、キ置場、普毅にわけるこ

とができます。このなかで、 じぶんで必要な

雲雰をつくりだせるのは、植場だけです。権

場は、土酸花震素にふくまれる震素と家を驚

輝に、笑場の実をエネルギーにして晃巻蔑を

おこない、養分となるデンプンなどをつ くり

ます。そして、そのとき、酸素をだ してくれ

ます。そして、ふるくなった葉や枝を地上に

おとし、さいごには、かれてゆきます。

多物は、じぶんでは養分をつくることができ

ません。植場をたべて集雲をとり、生きてぃ

ます。関容の動場でも、撃餐在の多場のスを

たべているのですから、簡漂調に植場をたべ

ているのと同じです。動物は植物をたべるほ

かに、植揚のつくった酸素を積収し、かゎり
に生酸花震会をだします。多場のフンや売が
しゴよ、 地Lにのこります。

きのこを
=、

くむ普論は、こぅした糧錫ゃ墨:錫

の、いらな くなった ものをたべ て分解 し、土

のなかへ養分をかえ します。土にかえった養
ぶ/t           き   くさ
分 は、 また本や草がす いあげて成長 します。

こ ぅ して 昌栄算 は、植場 を軍な に、勤物や普

類 が たが いにふかい関係 を もちなが ら、バ ラ

ンス を保 ってい るのです。だか ら、 このなか

のひ とつが大 きな変化 をおこす と、やがて、

すべ てがかわ って しまい ます。 きの こをふ く

む普絵は水さな整場ですが、占殊算をリサイ
クルしてくれる、大切な地球の[重賞なのです。

のサイクル

|

勤錫(肩豊薯)

呼吸する

植物をたべる

↑

一
つ
↓



きのこの森の地下で起こってきたこと
～旅するべニテングタケ～

■ 文・写真 小田 貴志

「ル
き
の
こ
の
絵
を
描
い
て
く
だ
さ
い
！
」
と

そ
れ
だ
け
で
童
話
の
世
界
に
入
っ
て
い
け
そ
う

な
雰
囲
気
で
す
　
お
そ
ら
く
、
み
な
さ
ん
が

イ
メ
ー
ジ
し
た
の
は
べ
〓
プ
ン
グ
ク
ケ
で
し
１

，つ
　
こ
の
き
の
こ
は
北
半
球

の
冷
涼
な
気
候

帯
の
森
を
中
心
に
生
息
し
て
い
る
赤
き
？

」

で
、
日
本
だ
と
岐
卓
県
や
長
野
県
あ
た
り
か

ら
北
の
地
域
で
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
．
「
い

わ
ゆ
る
き
の
こ
ら
し
い
形
」
、
「鮮
や
か
な
色
合

い
」
、
「絵
本
の
挿
絵
な
ど
で
よ
く
見
る
」
な

ど
の
理
由

で
、

ヽ
般

の
人
に
と

夕
に
も
御
‐――――

染
み
の
き
の
こ
な
の
で
す
が
、
こ
の
き
の
こ
が

菌
根
菌
で
あ
る
と
い
？

」
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
よ
う
で
す

「菌
根
菌
」
っ
て
何
？

そ
も
そ
も

「菌
恨
菌
」
そ

の
も
の
に
つ
い

て
、　
．
般
的
に
あ
ま
り
認
知
さ
れ
て
い
な
い

の
で
し
ょ
う
¨
地

――――
か
ら
生
え
て
い
る
き
の

こ
の
地
下
部
に
は
そ
の
き
の
こ
の
菌
糸
が
あ

る
の
で
す
が
、
き
の
こ
の
中
に
は
菌
糸
を
生

き
た
樹
本

の
根
に
入
り
込
ま
せ
、
共
生
関
係

を
も

つ
も
の
が
あ
り
ま
す
「
こ
の
両
者
が
結

合
し
て
い
る
部
分

の
こ
と
を

「菌
根
」
、
そ

し
て
こ
の
よ
う
な
■
活
史
を
営
む
き

の
こ

（菌
類
）
の
こ
と
を

「菌
根
菌
」
と
呼
び
ま
す
リ

樹
木
―――――
は
、
菌
根
を
通
じ
て
、
き
の
こ
の
菌

糸
が
■
壌
中
か
ら
吸
収
す
る
水
分
や
栄
養
素

を
受
け
収
―，
、
逆
に
き
の
こ
――――‐
は
樹
木
が
光

合
成
に
よ

っ
て
作
る
産
物
を
も
ら
っ
て
生
活

し
て
い
ま
す
　
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
知
の
マ

ツ
ク
ケ
も
菌
恨
菌

の

＾
任
で
、
日
本
で
は
主

に
マ
ツ
や
ツ
ガ
な
ど
の
針
葉
樹
と
菌
恨
を
形

成
し
ま
す
　
毎
年
秋
に
な
る
と

一
ど
う
し
て

マ
ツ
ク
ケ
は
人
――
裁
培
で
き
な

い
の
？
」
と

有
（‐――‐
を
受
け
る
の
で
す
が
、
要
は

， 国
根
一国
は

生
き
た
樹
木
と
セ
ッ
ト
で
な

い
と
生
育
が
困

難
な
生
き
物
な
の
で
す
¨
一
方
、
樹
木
に
と

っ

て
も
菌
根
菌

の
存
在
は
大
き
く
、
以
前
行
わ

れ
た
比
較
実
験

で
は
、
菌
恨
菌
を
――――‐
ぇ
付
け

た

マ
ツ
の
苗
と
”国
根
眸国
の
つ
い
て
な

い
マ
ツ

の
苗
と
で
は
、　

―ｌｒｉ
者

の
方
が
は
る
か
に
成
長

が
良
か

っ
た
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
て
い
ま

す
　

つ
ま
り
、
両
者
は
菌
恨
を
通
じ
て
切

っ

て
も
切
れ
な

い
ギ
ブ

・
ア
ン
ド

・
テ
イ
ク
の

関
係
に
あ
る
わ
け
で
す
』
根
と
菌
糸

の
結
合

の
仕
方
に
よ

っ
て
菌
根
に
は
い
く

つ
か
の
型

が
あ
る
の
で
す
が
、
実
は
私
た
ち
が
日
に
す

る
樹
本

の
多
く
は
供

の
部
分
で
何
ら
か
の
形

で
菌
恨
を
形
成
し
、
菌
類
と
お
互

い
支
え
合

い
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す

　̈
つ
ま
り
、
森
が
森

の
姿
で
い
ら
れ
る
の

も
菌
根
菌
た
ち
の
お
陰
と

い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
の
で
す
］

樹
本
と
旅
を
し
て
き
た

ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ

私
は
大
学
院
生
時
代
に
様
々
な
テ
ン
グ
タ

ケ
属
菌

の
遺
伝
子
情
報
を
調
べ
、
そ
れ
に
基

の 政「 い

仲t点 う
に が  と

|::
σ) こ σ)

Jヽ
L 

ノ∫
人 を が
な ll ¬
ど か り|:

iiI

た1り はりた二しかな (て も、口「 も力山 ′́ていうベニテンクツケ

ル
=フ

)二 てまちらにち
'Jわ

`,|、
コー ′ソ′、では 卜11の シント几

-.1,+ 70



P′て′ル 小|‖ 貴志 (おだ たかし)
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つ
い
て
系
統
関
係
や
進
化
過
程
を
明
ら
か
に

す
る
研
究
に
携
わ

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ

の

一
環
と
し
て
世
界
各
地

の
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ

ケ
の
遺
伝
子
解
析
を
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
、
す
る
と
、
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
の
中
に

も
、
ア
メ
リ
カ
人
陸
系
統
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
系
統
、
そ
し
て
ユ
ー
ラ
シ
ア
人
陸

の
よ
り

冷
涼
な
環
境
に
辿
応
し
た

ユ
ー
ラ
シ
ア
人
陸

‐―――
高
山
帯
系
統

の
３
つ
の
系
統
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
¨
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
が
菌

根
を
形
成
す
る

ハ
ー
ト
ナ
ー
は
、
広
某
樹
な

ら
シ
ラ
カ
バ
や
ダ
ケ
カ

ン
バ
な
ど
の
カ
バ
ノ

キ
属

の
樹
本
、
針
葉
樹
な
ら
モ
ミ
、
シ
ラ
ビ

ツ
、
ト
ド

マ
ツ
、
カ
ラ

マ
ツ
な
ど

マ
ツ
科

の

樹
木
な
ど
で
す
¨
こ
れ
ら
の
樹
本
は
白
‐―ｌｉ
紀

（約

１
億
４
５
０
０
万
年

‐―――
か
ら
６
６
０
０

万
年
前
ア
ヽ
ら
い
に
成
立
し
た
グ
ル
ー
プ
で
、

そ
の
後
何
度
か
起
こ
る
気
候
変
動
に
対
応
し

て
、
生
忠
域
を
変
化
さ
せ
、
種
を
夕
様
化
さ

せ
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ

写
真
右
上
／
同

じ
テ

ン
グ
ッ
ヶ
属

‐ｌｔｉ

で
あ
ろ

ヒ
メ

コ
■
カ
ブ
リ

ツ

′し
●

ヶ
　

地
面

を
Ｆ
■

に
‐――‐

っ
て
い
く
と

（
―
ト
ナ
ー

の
同
イく
Ｌ
作

る

‐――‐
限

部
分
を
見
る

こ
と
か
出
来

る

写
真
左
上
／
北
海
道

ト
ド

マ
ツ
体

で
た
生
す

る

ヘ
ニ
テ

ン
グ
ク
ヶ
　

一き

の
二
た
ち
が
、

こ

の
人
き
な
青

を
に

で
ぇ

え
て

い
る

の
で
す

写
真
右
／
兵

―‐ｌｉ
県

で
採
性
し
た
――
人
な

テ

ン
グ
ク
ヶ
属
山

　

・
一れ
た
け

た
き
な
き

の
こ
で
あ

ろ
に
も

‐――‐

わ
ら
ず
　

ｔ
た
正
式
な
学
名

も

つ
か
な

い
下
明
“
　
も
Ｆち
ら
た
そ

の
生
態
も
詳

し
ｔ

は
分

か

っ
て

い
な

い
　

・ご

の
こ

の
阻
界

は
、
ま
た
ま
た
解
明
さ
れ

て

い
な

い
こ
と
だ

―‥，
け

て
十

は
こ
れ
ら
の

ハ
ー
ト
ナ
ー
と
共
に
■
息
域
を

変
化
さ
せ
、
時
に
は

（
―
ト
ナ
ー
を
乗
り
換

え
な
が
ら
、
長

い
時
間
を
か
け
て
、
そ
の
地

域
の
環
境
に
迪
応
し
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
　
そ
の
結
果
、
上
記
の
よ
う
な
系

統
分
化
が
起
こ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
．

多

様

な

関

係

性

が

支

え

る

森

一
つ
の
樹
本
に
何
十
種
類
も
の
菌
根
菌
が

付

い
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
限

定
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ

っ
た
り
、
そ
し
て

い
ろ
ん
な
樹
木
と
菌
根
を
形
成
す
る
菌
根
菌

も

い
れ
ば
、
バ
ー
ト
ナ
ー
を
絞
り
込
ん
で
い

る
も
の
も

い
た
り
と
、
樹
木
と
菌
根
菌
と
の

関
係
は
様
々
で
す
〔　
こ
の
多
様
な
関
係
性
そ

の
も
の
が

―‐―‐ｉ
許

の
共
生

の
あ
り
方

の
歴
史

で

あ
り
、
私
た
ち
が
日

に
す
る
森

を
支

え
る

ネ
ツ
ト
で
も
あ
る
訳
で
す
［
と
こ
ろ
で
前
述

の
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
は
、
南
半
球

の
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
北
半
球
か
ら
値
樹
さ
れ

た
樹
本

の
根
に
く

っ
つ
い
て
き
た
外
来
生
物

と
扱
わ
れ
て
お
り
、
地
元
同
有

の
菌
根
菌
が

生
忠
す
る
エ
リ
ア
に
も
侵
入
し
て
い
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
［
時
――――
を
か

け
て
進
ん
で
き
た
ベ
ニ
テ
ン
グ
タ
ケ
の
旅
に

も
、
人
間
生
活

の
影
響
が
現
れ
て
い
る
よ
う

で
す
¨
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きのこに関するおすすめの書籍

(平成21年 10月 19日 /小田編)

●きのこの世界に足を踏み入れようと思っている人には !

◎「森のきのこ」 小林路子 (岩崎書店) 1400円

いろいろな種類のきのこやきのこの生活や自然界での役割についてやさしく書かれた絵本。

絵が非常に上手。

◎小林路子画集「きのこ」(山 と渓谷社) 2913円

小林さんの繊細なタッチで描かれたきのこの画集。文句なしに、きれい。

◎「ほら、きのこが」(た <さんのS、 しぎ別冊)伊沢正名撮影 (福音館書店)630円
いろんなきのこの生活の様子がきれいな写真で紹介されている絵本。

●きのこ採集をしようとしている人には !

◎山渓フィール ドブックス 10「きのこ」 (山と渓谷社)2400円

野外に持ち出すのにお薦めの図鑑。 1000種 以上のきのこが掲載されている。

◎検索入門「きのこ図鑑」 (保育社)1600円

野外に持ち出すのにお薦めの入門編の図鑑。初心者が、きのこの概要をしるのに便利。

◎山渓カラー図鑑「日本のきのこ」 (山と渓谷社)4630円

野外に持ち出すのには適していない大判サイズの図鑑であるが、写真が美しい。見ているだけ

でも楽しい。きのこをやる人は必ず持っている !

◎「原色日本新菌類図鑑 (1,2)」  各5700円  (保育社)

外部形態だけでな<、 顕微鏡的な特徴についても記載されている。日本語で書かれた専門的図

鑑として最も普及している。きのこをちゃんと勉強しようと日えば、少なくともこれは持って

いないといけない。

◎カラー版「きのこ図鑑」 4935円  (家の光協会)

カラー写真の載った図鑑としては、最新のもの。お薦めの一冊。

◎「日本の毒きのこ」 長澤栄史監修 (学研) 1900円

最近出版された毒きのこ図鑑。毒きのこに関する最新の情報が掲載されている。


